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Qうまく編めない。
けいと

A.1ベージめの「毛糸をセットしましょう」をよく読んでからはじめてください。
·····-···························-····--··--·········•····················-································--··· め と
Q目が飛んでしまいます。

1ついとひ いっ足＇そくと けいという
A毛糸を引つばらないように、テンションにかけてから、一 の速度でハンドルをまわし、毛糸の状

たいかくにん あ わ ばあい いく
態を随認しながら編んでください。輪あみの場合は、ハンドルを逆まわしにしないでください。

・・・・・・・・・・・-・・-・・・ けいと はりなか
Q毛糸がテンションや針の中にからまってしまいシリンダーがまわらなくなってしまった。

gぃょうけいとばりあ め けいとじ0うぷh,

Aセット内容の毛糸針で編み目をゆるめてはずしてください。毛糸は十分ほぐし、からまらない
5•うい 石

ように注意して編んでください。
··············•····-······••··••·-......｀-．．．．．．。·-···············．`..．．． ．ー•`......~.....、ー一，．．．．．．．．．．．．-·····-·

けいとだまあ まえ あ おと
Q．毛糸玉を編む前にほぐさないで、そのまま編んでしまいハンドルをまわしたらカチカチと音がした。

けいと ひ あんぜんそうち おと
A毛糸がテンションに引っかかり安全装置がはたらきカチカチと音がします．

けいと あ

1ページめの「毛糸をほぐしましょう」を読んでから編みはじめてください。
•-•古ぷ可戸...............-•••Er•も―.......-.....-.....9•-... .....--•-..-••• •-•••一••`...—•

Q毛糸の び目がテンションに通らず引っかかってしまった．
むすめちい よぷ 11いと I! 11いと

A．結び目は小さくし、余分な毛糸は切ってください。2ページめの「毛糸がなくなりそうになっ
いろ

たり、色をかえたいときは…」をよく屈んでください。
・マ<••-6;；•号i:．．．ら一•一•一••••一••一................---•一•••••••一•·-

Q付属の毛糸以で編めますか？
ふそく けいと らか なみ5と しよう

A付属の毛糸に近い並太を使用してください。
··· ·····-··-····· ··········-··········-···········、.-•·- .`.-....-••--......-···············-······-··

Qあみぐるみ位岱の`ものはできますか？

Aできます。いろいろアレンジしてみてください。

と

シリンダーが止まりハンドルだけが
じょうたい

まわっている状態
あんせんそうら

こんなとき安全装置がはたらきカチカチと

喜 I

●たのl,(,¥タカラトミーの慣軽はインりーネットで www.takaratomy.co.jp

しようじょう a” しよう まえ と あっかせつめいしょほんしょ よお あとかgら
く使用上のお願い＞ 〇こ使用の前に、取り扱い説明●（本●）をよくお読みください。また院み終わった後は必

eかん ゼいしつじょうけぬ あやま のこ 5●うい
ず保管しておいてください。〇性質上、毛が抜けやすいので誼つて飲み込まないよう注意してください。〇はさみ
つか い9ぷん,,うい ぷくろ aぅそうさい 11'いふうこ す

を使うときは十分注意してください。〇プラスチック袋は包装材ですので間封後はすぐに捨ててください。
しゃしん じっさい しょう〇ん たしょうこと ばあい

●バッケージのイラストと写真 は実際の商品と多少異なる場合があります。
ないよう いがい けいと ないようぷつふく りょういう

●セット内容以外の毛糸とフェルトは内容物に含まれておりませんのでご了承ください。

C】冒置>

Eヨ

11いと （ぴ らんぼうおそ ちつそ( eけん 19いと 言 11ん

●毛糸を首にかけてふざけたり、乱暴に遊ばないでください。窒息などの危険があります。●毛糸による事故の危険がありま
さいみ拿ん こさ置 ゼったい あた けいとゆ＂ ま ち かよ

すので、3オ未満のお子様には絶対に与えないでください。●毛糸を指などに巻きつけないでください。血が通わなくなり、危
けいとあ と 9•ぅ ゆU "み 11 いふく ら●うい

険です。●毛糸を編んでいる途中、シリンダー内のベラやフックなどに指や髪の毛や衣服などをはさまれないように注意してく
ぷ（うるたまかぷ かおおお らっそ（おそ おも

ださい。●プラスチック袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。窒恩する恐れがあります。●思わぬ事故の恐れ
しようこ さいみまん こさま て とと ほかん

がありますので、使用後は3オ未満のお子様の手の届かないところに保管してください。
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謳
ほこしや かた

倶覆者の方と
ょ

お昂みください

あ まえじ●んu
●編みはじめる前の準備・・・……...……・・・・P1

●釦あやヽ嘉 ・ ・・・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ • P2
.，み終朽つT井ら ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • P2 

あ しかた
●籟あみの編み終わり・編みはじめのしまつの仕方P3

0つ あかた
●平あみの編み方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..p4 
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さt!ょうら亨う
作業中、ベラはじょうげ
上下します。

＂らあおあ しかた
●平あみの編み終わり・編みはじめのしまつの仕方P5

かた
●ポンポンのつくり方………• •… … …;~···PS 
●みにっコポンポンマスコットのつくり方…P6

5た

●すみっコぐらしのあみぐるみマスコットのつくり方P7

●フェルトバーツ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14

0 0ら

※輪あみと平あみのきりかえ
っ.. 

のときに使います。

とお あかた
2通りの編み方が
できます。

わ

輪あみ

w 

器吋:

aんたい
●本体・・・・・・・・・・占・・・・・・・・・・・・・1コ

●テンション・・・・・・・・・・・・・・・・・・1コ
いと•

●ポンポン糸巻き・・・...…...,コ
けいと

●毛糸ガイド・・・・・・・・・・・・・・・・・・1コ
けいと110

●毛糸針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1深
けいとら0しろ •四みYいらかく

●毛糸（茶白、クリーム、黄級、水色）各1コ

•;...... ..... . . ....... . ... . .・ 1 コ
ラゃ しう きいろみていう

●フェルト（茶、白、黄色、水色、クリ
らゃ 口~く ●い

ーム、 ピンク、うす茶）…••各1枚
と あつかせつめいしょ aんしょ さつ

●取り扱い説明●（本●）…… •1 冊

0フタのはずし吾 0

ひだり はん I::けい
フタを左（反時計まわり）

にまわし、もちあげてはず

します。（セットするときは
きゃく てじヮん おこな
逆の手順で行ってください。）

とつぶ
す

図のようにテンションの
凸部

とつぷ ほんたい あな かたほう
凸部を本体の穴に片方

ずつさしこんでください。
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けいと けいとだエ らゅうしん

毛糸は毛糸玉の中心から、
ばこ

かこやあき箱などに、
ぃ

ほぐして入れましょう。

Cら ぁ

①ダイヤルを平あみ(H)に合わせます。
うし と

②ハンドルを後ろまわりに止まるまでまわします。
と いち ゅ ttい しるし

③止まった位置に油性ペンで印をつけます。
り あ

④ダイヤルを輪あみ(W)に合わせます。

あそ とら0う しつばい けいと e gんたい

※遊んでいる途中で失敗したら、はさみで毛糸を切らずに本体からはずして
ぁ a

編み終わりをほどきましょう。 -
O咋冴—のおへ荏つくくらい

毛糸を垂らします。（約20cm)

0位聾蜂ゎせふ蔀釘
左側針Cのフック内に毛糸を
とお けいとはず

通します。毛糸が外れない
おく 丑

ようにハンドルを奥（即まわり）に
すこ

少しまわします。

〇 佗つくりハンドルを自贔ゎり）にまわして、
とお ’ はり ないけいと

針②には通さず、針③のフック内に毛糸を
とお

通します。

〇 翫ょうに饂 をフックの籍、蘊ろと
うこ いっしゅう ただ けいと

動かしながら一周させます。正しく毛糸が
けいと 輩 ノこ はり うし

かかっていれば毛糸は眠後の針の後ろを
とお

通っています。

〇 記道に、Eから単菜を薗します。

〇 テンションを王虚ち1げ①～③の〗趾
け いととお じ中IvU かんりょう

毛糸を通し、フタをセットして準備完了です。

ーgんたいたい うえ

本体を平らなテープルなどの上におき、
ゎぁ

ダイヤルを輪あみ(W)に合わせます。

徊

。
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蠍憫需1,口慟
あ じ ちょつけいやく

編み地の直径約6cm

，，くに^

OIわ＼ン

※ダイヤルが輪あみ(W)になっていることを確認しましょう。
ぁ

ドルをまわして編んでいきます。
丑

輪あみのときはいつも、即まわりにまわしてください。
さいしよ しゥうなか けいと かるひ

最初の2周は中にたらした毛糸を軽く引つばって、

ハンドルをまわしてください。

ラ●うい らん 0う

注憲：ハンドルは乱暴にまわさないでください。
いってい はや

：ハンドルはゆっくり一定の速さでまわしてください。
口んたい 0だりて お み，， c

：本体を左手でしっかりと押さえて、右手でハンドルを

まわします。
もと うし

：ハンドルを戻したり後ろまわりにまわさないでください。

〇 蘊み函遍＜なってきたら与籍に出しましょう。
ぁ

編み地のねじれはときどきなおしましょう。

゜

なが じゅう

畏さは自由

あ とらゥう した

編んでいる途中も、なるぺく下から
”° 軽く引つばるようにしましょう。

すうかい あじ

（ハンドルを数回まわしたら、編み地
した ひ

を下から引っぱるなど）

立—結び目の余分な
けいと

毛糸は、はさみで
e 
切ります。

す けいと e

図のように毛糸を切り、
あたら けいeIm 
新しい毛糸を結びつけ

ます。
9, 

”いと CV  

毛糸を結んだら、これ
とお

まで通りハンドルをま
っ II

わせば絨きを編めます。

／・
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゜

いとぐら けいと

テンション糸口から毛糸をはずします。
のこ けいと き

まず、20cmぐらい残して毛糸を切り

ます。

けいと まえ

毛糸をもって、ハンドルを前まわり
しゅう

にまわし、 シリンダーを1周させます。

あ さく 0ん aんたいした 1:

編みあがった作品は、本体の下の取り
だぐ5 I: だ

出し□からそっと取り出します。
あめ らゥうい

編み目がほどけないように、注意しま

しょう。

あお けいと のこ

編み終わりの毛糸はそのまま残して

おきます。
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: 屯 ：自社ゎりのi五蘊＜i|きすぎると、自み出がほどけますので、知っけましょう。 J 
［ しまつをしやすくするために… ー」

あ お けいととお

編み終わりの毛糸を通しやすくするために、
ほんたい あとてのこいと

本体からはずした後に手で残り糸をゆっくり
ひ だんしゥぅ

引っぱって、1段(1周）ほどいてください。
な だん ぁI:: やく

※長すぎるときは、1段ほどいた後、約20cmの
" ところで切ってください。

『 はり 11 いと とお ｀ 
▲針に毛糸を通しやすくするために…』

ない けいとばり け い と とお

セット内の毛糸針に毛糸を通しやすくする
けいと さe 汎 ヽ

ために、毛糸の先にセロハンテープを1回
攣 はりあな とお

巻いて針穴に通しましょう。
とお

通したらセ□ハンテープははずしましょう。

のこ いと けいとばり とお

①残り糸に毛糸針を通します。
わ あめけいとばり とお

②輪になっている編み目に毛糸針を通します。

01嵐疇、藉った全菜をゆっくりと~Iつばり宍をふさぎます。

〇 昂った毛菜のとなり2勧 蘊み畜に
いとばり い

毛糸針を入れます。

噂
0の I::ぉ 0

ゎト
針を通して引つばり、輪をつくり

はり とお Cす

そこにまた針を通して結びます。
のこ nし1/:: ばあい

く残った毛糸をかくす場合＞

O戸
け いI::ばり うちがわ

ぺんから毛糸針を内側に

入れます。

を

る

且
針

ば

g
糸

つ
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。引゜

。引

み
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゜

内

蠍整霊豫
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しoう けいとばり とお

③1周すべて毛糸針を通します。

ば あい

しぽらない場合

しゅう あ と さ い こ あ わ

1周した後、最後の編み輪に
いらとはり とa

もう一度針を通します。

1ついとばり ひ わ

2)毛糸針を引つばり、輪をつくり
けいとばり とお むす

そこにまた毛糸針を通して結びます。

： 叫 ：釦地に1囀す涵伽ぁりません。 j 

応
〗

ぃ入を
ltO

針
g

糸＂毛こ螂み
ぁ編の自2

 
りなとの

g

糸け毛たつ
止
残

゜

~ :: 
ば あい

しぽる場合

〇目った春菜をゆっくりと~Iっぱり、
穴をふさぎます。

了鬱
◎甘 とお 〇

はり とお Cす

を通して引つばり、輪をつくりそこにまた針を通して結びます。

内
＜桟った宅系をかくす峠＞

〇てっ
けいと ばり うちがわ

ぺんから毛糸針を内側に入れます。

〇躙ヵ‘ら繭した全菜畔っばります。．．t
よぷん けいと e • 

※余分な毛糸ははさみで切るか、 ： 
なか い

． 
中に入れます。 ．．．． 

鐵謂闊9,,91傷
葛 じ ちよつけい やく

編み地の直径約10cm
なが じ ゅう

畏さは自由

-
ばあい

•·: しぽらない場合．． 

'1直 後の蘊み綸にもう2食、
けいとばり とお

毛糸針を通します。

けいとばり 0 わ

毛糸針を引っぱり、輪をつくり
けいとばり とお C-,-

そこにまた毛糸針を通して結びます。

， ， 

●----... ＿ ---------..... --- - ---瑚加覇皇）----~ ------ -̀.:.. -------• 

〇フタをはずして、ダイヤルを箪ぁみ(H)に合ゎせます。

〇ハンドルを蘊ろまわりに正まるまでまわします。

［＊宦蘊：塩誌温ご芯ぷ：溢芯：：：：： 
〇釦藩にあき藉などにほぐしておいた全菜を、1ページく全菜を

てじゥん み

セットしましょう＞の手順を見てセットしましょう。（セット時は
丑
月uまわりにハンドルをゆっくりまわします。）

〇 懇あみはハンドルが籍ヵ、なくなったら、笞食はハンドルを
累え

後ろまわりにまわし、止まったらまた前まわりにまわし
ささょう かえ

ます。この作業をくり返します。
れつめ うち 11わた けいとかる〇 ば あ

※1列目は内側に垂らした毛糸を軽く引っ張って編みましょう。

［ ＊百白：ハンドルが正まるまでは品罪品にハンドルをまわさないでね。 ］ 
〇すきな籟薮努蘊めたら、ダイヤルを蘊ぁみ(W)に合ゎせて、蘊み地をとりはずします。

2ページの＠芭臣貸函函蚕恒）と筒じ若羞ではずしてね。

”
 

あ はじ

編み始めの
けいと

ここの毛糸を
ひ ぬ

引き抜いて

、 ください。
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【直 ：“わりのi譴＜羞きすぎると、出雑iがほどけますので、iをつけましょう；｀

① 
ぁ お けいとけいと

編み終わりの毛糸を毛糸
ばりとお わ

針に通し、輪になっている
あ め けいとば

す各ての編み目に、毛糸叶
を通します。

り けいと わ 門 ，とのこ ぁ

図のように毛糸の輪を毛糸が残ったら、編み
けいと甘した じ “かすこぬ

つくり、毛糸を下から地の中へ少し縫いこ
饂して員びます。 み、籍った告菜は白り

ク ましょう。※しぽらない
ように宦蘊
しましょう．

如5

r単ぁみで蘊んだ蘊み地を三っ知にして爾サイドをとじる処埋法`.._ 
----―-- --- ---- ----- --

けいとばり けいと とお ，， め

①毛糸針に毛糸を通し、図のように目を
0ろ と

広げながら閉じていきます。

けいと

②毛糸がつれないように
0 と

引っぱり閉じます。

•----..._ ------- -.. -...__ ＿--------＿＿飯 疇一 — -― ----、..—-------.....…•¢ 

唱饗□
いと

糸はさみ

り』
〇 ポ ンボ ン桑 蕃をセットします

口んたい わ

本体のフタをはずし、ダイヤルを輪あみに
っぎ いと まさ

します。次にポンポン糸巻をシリンダーの
あいだ けいと はんたい

ツメの間にさしこみ、毛糸ガイドを本体に

とりつけます。
＂し9と

毛糸ガイド ボンポン梁笛

いと●● じょうげ • ’” 
※ポンポン糸巻の上下を閻遅えないようにしてください。

゜

の

旱
閤

? ＂いと

編みはじめの毛糸を
けいとば とお

毛糸叶に通します。

喘 -
いと ，，んかく ＂ おお

糸まきをまわして、間隔を変えるとポンポンの大きさを

変えられます。

しょう やく

小約5.5cmのポンポン

星

② ③ 
nいと わ 91いとけいと のこ

毛糸の輪をつくり、毛糸毛糸が残ったら、Hした とお あじ Cか すこ

を下から通して 編み地の中へ少し
絹びます。

ぬ のこ

縫いこみ、残った

~グ
けいと • 

毛糸は切りましょう。

だい やく

大約6.5cmのポンポン

〇 註 をセットします
e けいと ，， ぉ

①30cmくらいに切った毛糸を図のように置きます。
べつ けいとさ言 いと あC した けいと こてい

②①とは別の毛糸の先を糸はさみの穴に入れ、下にさげて毛糸を固定
，，い ま つ つ巴 けいと とお

したあと、手で2~3回巻き付ます。次に毛糸ガイドを通して、
けいと とお

テンションに毛糸を通し、フタをします。
けいと さ•

＜ 
毛糸の先をはさむ

② 

凸〗

けいと 累

フタをしないと毛糸がうまく巻けません。

◎ 毛桑藷誼けます

ハンドルをくるくるまわして、ポンポン菜蕃に圭系を笛き付けていき
てきりょう けいと 蒙 つ ”‘ 

ます。適塁の毛糸を巻き付けるのには、ハンドルを50~100回くらい
ぉ ，，かいと き のこ いと • て

まわします。終わったら長い糸を切り、残りをポンポン糸巻きに手で． 
巻きつけます。

〇 蜂を結びます
けいと ま お H いと ら●うおう ”.

〇でセットしておいた毛糸で、巻き終わった毛糸のたばの中央を軽
む いと かい てん

く結び、糸まきを回転させてとりはずします。とりはずしてから、
にと C

かた＜二度結びしておきます。

あらかじめセットして
”いと む`

おいた毛糸で結ぷ “ 
い9 ば●い 0た●う

小の場合は片方を、
にい ば ●い 9ヽ,.,
大の場合は両方の
いと ”"”" 糸まきを回転させ、
nいと

毛糸をとりはずす

い

を
ら
3

糸

ひ
＂毛

り
に

ふ
叫
さ

を

き
し
匹大
！

は

い

り

爾

た
が

の
り
あ

す

ば

く

き

ま

た
つ

で

ぇ

の

、
て

已
0

亭
内

nいと

ヘアプラシで毛糸を
ほくすとかわいい
ポンボンができるよ●

noばもう9ょうすく おも 行さ た拿

毛束の毛量が少ないなと思ったら2つ重ねてから球にするといいかも0

、9ー

----、攣—--
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， し 叫切 けいと~ - •- - -~だ匹いう ’ 
， 女市販の物・………●毛糸（各みにっコの体と同じ色） ●フェルト●ポンド●はさみ ' 
9 ,  9 

‘------------------------------------------------------------------------------------9-

0,. -......＿....＿ ＿. 

●転楚のつくりかたは10ページを苔善につくってね。

●フェルトバーツは市巌の全菜で希っくれるみにっコのポンポンマスコットの笙箪です。
可 ，，，，，べつ ＂み うつ ＂たげみ しよう e さい じ•9口”う0うい

●この図面を別の紙に写しとったものを型紙として使用してください。●はさみで切る際には十分注意してください。

o~o 
●f1v•おか

●えびふらいのし..,fj゚

●ふろしき

〇
函ゑ

日
《--

くら 90 

口（茶）

●(t：：リ
●さちそう

゜
め ちゃ

目（茶）

0 0 
自瀑） ミ 自（苗）

くらら0

〇（茶）

0000 

0000 
，，ら しろ

ふろしきの柄（白）

，，らだ

体ができたらフェルトをはってね！

えびふらいのしっIi°

●いろ けいと

①黄色の毛糸でポンポンをつくり
ます。
”たおないうて冨し ぬ

②体と同じ色の手と足をつくり縫
っ

い付けます。
ぁ，， "いと

③赤の毛糸をくさりあみしてえび
ぷぷんぬ つ

のしつぼ部分を縫い付けます。

ざ..,そう

eみとり けいと

①黄緑の毛糸でポンポンをつく
ります。

，，たら e 

’ ②ざっそうの形に切ります
巴いう けいと

③黄色の毛糸をくさりあみして
あし ぬ つ

足をつくり縫い付けます。

けいと

①ピンクの毛糸でポンボンをつ<,

ります。
I 

けいと し口 ぷぷん
I 

②ピンク毛糸で絞り部分をくさり ：
ぬ つ

あみして縫い付けます。 ： 

＇ I 
一●

．ヽヽ

•

9
‘
、

f:V•おか

，，らたいろ おg "いと

①つくりたいたびおかの体の色と同じ毛糸でボンポ

ンをつくります。
からだおC いるけいと て あし

②体と同じ色の毛糸をくさりあみして手と足をつく
ぬ つ

り縫い付けます。

--------------------------------・----------------------------
し“ ぷぷん

絞り部分

＼ 
ふろしき It：： ＇） 

けいと

①グレーの毛糸でポンポン
をつくります。
ち ● " い と あ し ぬ

②茶の毛糸で足をつくり縫
っ

い付けます。



●----...---..＿© —-- - -- -- ＿吟--^- ... ＿_ ＿ - - -•
⑥云蘊）ー―--------------------------------------------------------------------------"’‘と めくら は みみ eよう IT いとばり わた

， ＊セット内 ……●毛糸 ●フェルト（目 • ロ・鼻 ・耳 • おなか ・からだの模様） ●毛糸針 ●綿 ： 
0か

， ＊その他 ……●ポンド ●はさみ

-------------------------------------------------------------------------------------・ 

油世ペンで苗をつけます。

わめい

くわしい説明は1ページ

i`・ 引匿霧9---
ょ

を読んでください。

墓 お ＂いと わ とお

編み終わりの毛糸を輪に通しやすくするために、
，，た ＂ だん 言う

つくり方に●かれている段数は！藷釜＜なってい

ます。吾バ
こと。んたい墓 あ お

ーツ毎に本体で編み終わったら編み終
だん 葛と しより

わりを1段ほどいてから、後処理をしてください。
基お ●んたい だん

※編み終わったら本体からはずして、1段ほどいて
やく 言

から約20cmのところをはさみで切ってください。
あ やく ●んたいら●うおう

※編みはじめは約20cmを本体中央にたらしてください。

し てい のこ いと 〇言 墓 じ g，， い 〇 こ

※指定がない残り糸は結んで編み地の中に入れるか、縫い込みます。

【とんか つ ・ ペ ん ぎ ん？のからたのつくり分］

一 涵碍遍裕ふ‘9-.（マ；；あ――r7、r-；；---- かた おな

黄緑の毛糸／輪あみ）”： ※つくり方は同じです。----------------
だん だん あ あじ 8んたい

① ダイヤルを輪あみにしてぺんぎん？は16段、とんかつは15段編みます。編み地を本体からはずして、1籟ほときます。
あ お しかた ばあい ほうほう

② 3ページの「輪あみ乃編み終わりのしまつの仕方（しぽる場合⑤叙叙孜⑤）」の方法でしまつします。（向1-1)
のしいと 〇 く ち お お あ じ はばおら

③ 編みはじめの残り糸も引つばって、口の大きさが編み地の幅と同じぐらいになるようにしぽります。
いと む.. のこ

糸は結ばす残します。（図1-2)
じ わた っ

④ 編み地に綿を詰め、薩り菜を§lっぱりながら、からだの窟らの篇さ灼7cmからだの麗り蔚19cmに畜）えます。（函2)
りた くち らょっIつい

⑤ 綿を詰めた0が直径2.5cmになるように
す あ のこいとつか かた

しぼり、（図3)編みはじめの残り糸を使ってとじます。（＊とじ方1
のこ いと

）残り糸は
む可 らか い

結んで中に入れます。

あ お のこいと

編み終わりの残り糸

→ 
あ のこ いと

編みはじめの残り糸
ず むす e 

（図1-2)※結ばない切らない

ごゞ！

rfr4  

T 2) 

引゚つばりながら
おお ととの

大きさを整える

” いと だん..う ふく

※セットした毛糸は段懃に言まれません。

む... なか

※結ぶ・

一〖ら§三玉溶西羞素Aせるi:•

゜
だん あ

1ダイヤルを輪あみに
あじほんたい だん

して17段編みます。編み地を本体からはずして、1段ほどきます。

② 3ページの「輪あみの蘊み藷ゎりのしまつの1缶月」で、藉り菜を蘊になっている蘊み自に1爾繭します。菜は
むす のこ

しぽったり、結んだりせずに残します。

③ 蘊み藷ゎりの菜を争っぱりながら、西為ぃ蘊み地になるように畜のえます。梁はしぽったり、厖んだりせずに藉します。

函 o

゜
あ お のこいと つか

4 編み終わりの残り糸を使って7 ジの 「＊とじ方 1
ほうほう ＜ち

ペ―` 」の方法で口をとじます。
お みみ りょうほうかと〇 みみ さき ととの す のこいとむす なか

⑤ とじ終わったら、耳になる両方の角を引つばり、ねこの耳の先が、とがるように整えます。（固5)残り糸は結んで中

に入れます。

む.. 

※結ばない切らない
あ お のこいと

編み終わりの残り糸

むす I! 

※結ばない切
ぁ

編みはじめの

みみ かど

ねこは、耳の角から2cm
みみ かと

（●しろくまは、耳の角から1cm)

-

あお のこいと

編み終わりの残り糸
CV 言

※結ばない切らない

，，た ほ う , . う く ち と す

※7ページの「＊とじ方1」の方法で口を閉じます。（図2)
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方

⑥

⑦

 ン
‘

あ お bこ いと

編み終わりの残り糸
む..，，かい

※結ぷ・中に入れる

ぬ いとぬ 庭 いと 砂かたちととの む.. Cかい しあ

⑧ 縫いはじめ糸と縫い わりの糸を耳の形に整えながら結び、中へ入れ （図7)ねこのからだを1:t上げます。（図2、3)

一 遥―養素湧裕i::
かた

① ねこのからだのつくり方①～③までと箇じ若誤でつくります。（向4)
あじくちなが やく あお いと..こ ，，み いち まる

② たたんだ編み地の口の長さが約5cmになるまで編み終わりの糸を少しづつ弓1つばり、耳の位置を丸く します。（図8)
あ お のこいと かた ほうほう＜ち のこいとむて のこ

③ 編み終わりの残り糸で⑦ページの「＊とじ方1」の方法で口をとじます。残り糸は結ばず、残します。
のこ いと 可こ 工る かとお

④ 残り糸を少しづ
はんたいIfわ＂と柔る の こ い と む . . な か い

つ引っぱって、②で丸くした角と同じように反対側の角も丸く します。残り糸は結び中へ入れます。
，，た ほうaう みみかど した めん いっしょ ぬ

⑤ ねこのからだのつくり方⑥の方法で耳の角から1cmまで縫います（図6-●、図7)。しろくまは下の面も一緒に縫います。

⑥ とんかつ ・ペんぎん？のからだのつくり毎③叙臥と爾じ芳紐で籍を話め、しろくまのからだを1±1げます。

，あ

編みはじめ
むv•

※結ばない
き

切らない
（如）

→ 

（曲8)

◎ 

油7)

いと C ... 

糸はそれぞれ結び
あ じ Cかい

編み地の中へ入れます。

油9)

‘J
 

”tた
※7ページの 「＊とじ方1」の

eぅほう ＜ち

方法で口をとじます。

のこ いと

りの残り糸
CT <llr い--」
結ぷ•中に入れる



-、↓('----------------、，，ず いろ 19 いと わ

（水色の毛糸／輪あみ） 、＇ _.;_-__.;_ ___________., 
だん あ あ じ gんたい

① ダイヤルを輪あみにして15段編みます。編み地を本体からはずして、 1段ほどきます。
かた おな aぅgぅ

②とんかつべんぎん？のからだのつくり方R'.IDと同じ方法でつくります。 （向1)
あじ わたつ あはじ の こ い と 〇ば たかやく まわ やく ととの

③編み地に、綿を詰め、編み始めの残り糸を引っ張りながら、からだの高さ約7cm •からだの回り約 1 9cmに整えます。 （図2)
わたつ くら ちょつけい いと むマのこ

④綿を詰めた0を直径4cmになるようにしぽり、糸は結び残します。（図3)

亨饂
↓

ぃ
入こ＄

 
ぷ

5
結※

 

匹
糸り

笠
残のりわ

ぉ
終み

ぁ
編

T 2) 

→ 
く）

む.- e 
※結ばない切らない

弓゚1つばりながら
おお ととの

大きさを整える

つ もの だん あ ほんたい

⑤ とかげのしっぽの詰め物をダイヤルを輪あみにして10段編みます。編み地を本体からはずし、 1段ほどきます。
あ お しかた ばあい

⑥ 3ページの「輪あみの編み終わりのしまつの仕方（しぽる場合①~) 」でしまつします。 （回10·11)
のこいとひ いと む すのこ す

⑦ 編みはじめの残り糸も引っばってしぽります。糸は結び残します。 （図12)
あ じり ょうたん つ あ す のこいと ぬ あ あ じまわ ととの いと むす

⑧ 編み地の両端を突き合わせ（図 13)残り糸で縫い合わせます。 （図14)長さ5cm • 編み地周り8cmに整え、糸は結んで
なか い

中へ入れます。（図15)
冨お いと

編み終わりの糸

りょうはし

※両端を
つ あ

突き合

→ ヽ，，

3) 

［とかげ禾体にしっぽの紐蘇入れますJ
⑨⑧でつくったしっぽの店め楊の合ゎせ自のない箇

はじ だIvめ ，， 8んたいのこ いと ，， 

の端から2段目 （図16)に本体の残り糸（図では、
あかひょうじ とお

わかりやすく赤で表示しています。）を通します。
いととお めIv そとがわ そこ たい

⑩ 糸を通した面を外側にして、底（おしり）が平らに
gIvたいくらい つ もの

なるように、本体の口ヘ入れ、しっぽの詰め物と
くち ぬ いとむ可のこ す

口を縫います。糸は結び、残します。（図17)

のこ いI:: I:: 

残り糸で閉じます

14) 

むす e 
※結ぷ切らない

（向3)

自み

＂ ※切る
なか い

る

ぬ つ つもの ほんたいなか

⑪⑩で縫い付けた、しっぽの詰め物を本体の中でずらし
ひ す

しっぽになるように、しっかり引つばります。（図18)

冦1っ羞蘊 釦（向17)のEE置

す

（図17)

釦はじめの屎ヒ項 ぷ．薩す C》

つ もの

※詰め物をずらし

しつぼになるように
0 

しっかり引っぱります

L"
 

＂ さき

⑫ 引つばったしっぽの先から
ゃくめ のこいI::

約4目のところを残り糸で
ず かい

（回19~21)のように2回
ぬ こ てい

縫ってしっぽを固定します。
のこ いと むヮ aんたい なか

残り糸は結んで本体の中に
し9

入れます

·璽覆響閤饗翻•
けいと いる eん たい いろ おな

※毛糸の色はそれそれの本体の色と同じです。くさりあみでつくります。

①叉蘊し籍の蘊ろから
零え けいと とa

②蘊を呆からくるっとまわして
前に毛糸を通す。

｀ 

嘩 ねじる。

→ 

〇 ぃと

⑤弓lつばった糸を
0と さ わ〇

人差し指をかけ
m909 いと 。
両方の糸を引っぱり
め お2 ととの

目の大きさを整える。
-;;-

できたこれが 「1目」

、 -

図19)~ （図2~> 向21)

一
→ 

り aゃ四と●

゜
“ru ocミ ウグ あいに

③輪に親指に通す。 4 親指と人差し指の間に
“”いと いと。

長い糸をかけて、かけた糸を引つばる。

” しと お

⑥目の下を抑えながら
Oえ

③～⑤をくり返し

→ やすい。

つくるとつくり

9

9
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．． けいとはじ のこ め あ あ お けいと のこ き

① 毛糸の端から15cmを残し、くさりあみで9目編みます。編み終わったら毛糸を15cm残して切ります。（図1)
なら ふた a す のこ けいと V す らゥうい

② くさりあみが並ぶように二つ折りにし（図2)残した毛糸で引っぱり過ぎに注意しながら、となりあった、

くさりあみをすくうように、iぃ含ゎせます。涵 3)蘊まで函ぃ庭ゎったら、梁をくさりあみの路へ蘊して、

恥まじめに援します。（向4)
早 いと いっ gぅいとむワみじ はう はかい なJ1 ほうのこ ずおな

③②で戻した糸ともう一方の糸を結び、短かい方をくさりあみの中へ入れます。長い方は残します。（図5)同じものを
邸
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大きさにするのがオススメ。
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① 毛糸の端から15cmを残し、くさりあみで7目編みます。編み終わったら毛糸を15cm残して切ります。（向6)
竺ミ お のこ けいと ぬ あ はじ ぬ お なか 1:お

② くさりあみを＿つ折りにして、残した毛糸で縫い合わせます。端まで縫い終わったら、糸をくさりあみの中へ通して、
も

縫いはじめに戻します。（図7)
竺 いと いつばういとむすみじ gぅ なかい mがはうのこ す忍；

③②で戻した糸ともう一方の糸を結び、短かい方をくさりあみの中へ入れます。長い方は残します。（図8)同じものを
払

2本づつつくります。 R 
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① 毛糸の端から15cmを残し、くさりあみで16目編みます。編み終わったら毛糸を15cm残して切ります。（図9)
むす のち0うおう むす おは ”‘む＂

② くさりあみのひもを （図10)のように結び目が中央にくるように結びます。同じようにあと2回結びます。（図11)
りょうreんのこ いとむす ばん なか い

③ くさりあみの両端に残した糸を結び1本は、くさりあみの中へ入れます。（図12)
のこ ばんさいしょ Cすめ とお ひ いと さ

④ 残りのもう 1本は最初の結び目に通し引っばり、しろくまのしっぽをつくります。糸は切らずに残します。（図13)
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ち0うおう む9 .. 

※中央に結び目が
C9~ 

くるように結ぷ
ず

（図10)

-----------------------いる ,, いと

（クリーム色の毛糸／くさりあみ） ： -----------------------
けいとはじ のこ め あ あお けいと のし き

① 毛糸の端から15cmを残し、くさりあみで9目編みます。編み終わったら毛糸を15cm残して切ります。（図14)
5t けいと ぬ あ ぬお gn" 

②くさりあみを二つ折りにして、残した毛糸で縫い合わせます。端まで縫い終わったら、糸をくさりあみの中へ
とお の はじ もと

通して、縫い始めに戻します。（図15)
竿 いと いっほういとむす み四か記〉 なかい ながほうのこ

③②で戻した糸ともう一方の糸を結び、短い方をくさりあみの中へ入れます。長い方は残します。（図16)
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 【ぺんぎん？のくちばし／ねこのひげ］

つ けいと つか nいと けあし つか

① ぺんぎん？、ねことも、とんかつの茶の毛糸を使います。毛糸の毛足をはさみで切りおとして使います。（図1)
いと やく のこ あたま うえ とお

② ぺんぎん？のくちばしは、糸を約5cm残して、頭のてっべんのしぽり口から入れ、フェルトのくちばしの上を通し
ぐら だ いと むす な11' い

富のしぽり口へ出します。（図2)糸を結んで中へ入れます。

けいと け葛I, " 

毛糸の毛足を切りおとす

とば

さゆう言

※左右切ります （回2) （図3) ＇ ｀糸針＼ ，， （図4)
しでしんさん こう いと やく のこ ぷ b した ，， じ叫んいと とお ほん

③ ねこのひげは、写真を参考にしながら、糸を約5cm残して耳の下、2目のところから①～⑥の順に糸を通して2本の
かたほう おな いと むマ gか い

ひげにします。（回3) もう片方のひげも同じように縫います。糸は結んで中に入れます。（図4)

（向1)

けいと じ0う つか

ぺんぎん？は毛糸を1重で使います。
ゃく のこ

約 5cm残す
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ト輝屯・足．しっぽ・フェルトバーツをつけますJ
てあし し＂しんさんこ う ほ ん た い の つ なが 8う いと

① それぞれ手足・しっぽは写真を参考に本体に縫い付けます。縫い付けにはそれぞれの残しておいた長い方の糸を
あ め ぬ つ

使います。編み目に縫い付けましょう。
し？しん さんこう ばんたい に つ

② フェルトバーツをそれぞれの写頁を参考に本体に貼り付けます。縫い付けた手から近いところから貼り付けます。
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耳はまえの左右に付けます．

（白笞）⑦協蕊に百白して凸ってね．
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ねこは毛糸を 2重で使います。
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セット内容でつくれるすみっコあみぐるみで使用するフェルトバーツです。
すめんべつかみ うつ かたがみ し よう き さい じ●うぷん5•う い

この図面を別の紙に写しとったものを型紙として使用してください。はさみで切る際には十分注意してください。

し

oooo□ □ なか せ，，かがらだい
⑥ぺんぎん？の右足

⑤べんぎん？＆とかげのお腹 ⑪ねこの背中の柄大サイズ ④ぺんぎん？のくちばし
匹拿わ b8 11ら

⑨ねこの鼻の周り ⑫ねこの脇の柄 ⑬ねこのしつぼ
，，，，せん，， り•うい

⑦ねこの耳（前後に注意）

ち●

こげ茶のフェルト

0 0 
ち•

うす茶のフェルト ビンクのフェルト
2O ° °⑯ 

-=--==~ ご`胃：ご‘ま言x2いかく ばんこうさんこう はつ いちぶよぷん あま

ベージの各キャラの番号を参考にフェルトバーツを貼り付けてください。一部余分にフェルトが余るようになっています。
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※お腹は、べんぎん？ • とがげ共通です。
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※背びれは2枚を貼り合わせてください。
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